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２
０
２
５
年
度
の
夏
季
手

当
は
、
経
営
側
に
よ
る
新
賃
金

と
の
「
同
時
議
論
」
に
よ
っ
て

２
・
８
ヶ
月
と
い
う
低
額
に
抑

え
込
ま
れ
ま
し
た
。 

東
日
本
ユ
ニ
オ
ン
に
は｢

新

賃
金
と
夏
季
手
当
の
同
時
回

答
は
納
得
で
き
な
い｣

｢

夏
季

声
を
も
と
に
、
０
・
７
カ
月
分

の
追
加
支
給
を
求
め
る
取
り

組
み
を
行
い
ま
し
た
。 

追
加
支
給
は
実
現
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
多
く
の
社
員

が
夏
季
手
当
に
対
し
て
不
満

を
抱
え
て
い
る
と
い
う
実
態

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

 

く
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
お
い
て

も
職
制
に
よ
る
格
差
が
つ
け

ら
れ
ま
し
た
。 

厳
し
い
経
営
環
境
を
乗
り

越
え
、
会
社
を
発
展
さ
せ
る
た

め
の
努
力
は
全
社
員
が
等
し

く
取
り
組
ん
で
き
た
も
の
で

あ
り
、
全
社
員
一
律
で
の
年
末

手
当
支
給
を
求
め
ま
す
。 

期
末
手
当
は
最
低
で
も
年

間
６
・
５
ヶ
月
分
以
上
が
必
要

不
可
欠
で
す
。 

年
末
手
当
要
求
の
満
額
獲

得
実
現
に
向
け
て
、
全
組
合
員

で
取
り
組
み
を
創
り
出
し
ま

し
ょ
う
！ 

く
求
め
ま
す
。 

今
年
７
月
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本

は
「
勇
翔
２
０
３
４
」
を
発
表

し
、
社
員
は
更
な
る
変
化
を
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
も
変
革
２
０
２

７
に
基
づ
き
仕
事
や
働
き
方

を
大
き
く
変
え
ら
れ
て
き
た

中
で
、
職
務
を
全
う
し
て
き
た

社
員
の
努
力
に
報
い
る
手
当

が
必
要
で
す
。 

２
０
２
５
年
度
の
賃
金
改

訂
で
は
定
期
昇
給
だ
け
で
な

２
０
２
５
年
度
年
末
手
当

に
関
し
て
中
央
本
部
は
10
月

20
日
、
申
11
号
・
２
０
２
５
年

度
年
末
手
当
に
関
す
る
申
し

入
れ
を
提
出
し
ま
し
た
。 

Ｊ
Ｒ
東
日
本
単
体
の
第
１

四
半
期
決
算
は
５
期
連
続
の

増
収
増
益
を
実
現
し
ま
し
た
。 

営
業
収
益
は
昨
年
度
よ
り

２
２
７
億
円
多
い
５
２
９
６

億
円
で
し
た
。 

好
調
な
業
績
を
作
り
出
し

た
社
員
に
対
す
る
還
元
を
強

単
体
で
は
営

収
益
が
対
前
年

１
０
４
・
５
％
の

５
２
９
６
億
円
、

四
半
期
純
利
益

は
１
２
９
・
６
％

の
９
４
０
億
円

で
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
以

降
、
５
期
連
続
で

増
収
増
益
を
実

現
し
、
単
体
決
算

の
好
調
が
連
結

決
算
を
押
し
上

げ
て
い
ま
す
。 

働
実
感
、
提
案
さ
れ
て
い
る
新

た
な
組
織
と
働
き
方
に
対
す

る
声
が
要
求
実
現
に
向
け
て

の
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。 

要
求
実
現
に
向
け
て
、
私
た

ち
東
日
本
ユ
ニ
オ
ン
に
み
な

さ
ん
の
知
恵
と
力
を
貸
し
て

下
さ
い
！ 

 

 

私
た
ち
社
員
の
日
々
の
努

力
が
Ｊ
Ｒ
東
日
本
グ
ル
ー
プ

全
体
の
好
調
に
反
映
さ
れ
た

形
と
な
り
ま
し
た
。 

第
２
四
半
期
決
算
は
10
月

末
に
発
表
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

在
来
線
で
約
25
億
円
、
合
わ
せ

て
計
画
よ
り
約
95
億
円
上
回

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

２
０
２
５
年
度
通
期
の
業

績
予
想
は
、
４
月
に
公
表
し
た

内
容
を
据
え
置
き
ま
し
た
。 

セ
グ
メ
ン
ト
別
で
は
、
流

通
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
が
増
収
増

益
と
な
っ
た
の
を
は
じ
め
、
全

て
の
セ
グ
メ
ン
ト
が
増
収
と

な
り
ま
し
た
。 

運
輸
事
業
は
、
営
業
収
益
が

対
前
年
２
０
２
億
円
の
増
で

し
た
が
、
物
件
費
の
増
加
な
ど

に
よ
り
営
業
利
益
は
微
減
と

な
り
ま
し
た
。 

新
幹
線
は
利
用
増
で
増
収
、

在
来
線
も
首
都
圏
を
中
心
に

利
用
増
と
な
り
ま
し
た
。 

そ
れ
に
よ
り
、
鉄
道
運
輸
収

入
は
、
定
期
で
約
20
億
円
、
定

期
外
は
新
幹
線
が
約
50
億
円
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
７
月
31
日

に
、
２
０
２
５
年
度
の
第
１
四

半
期
決
算
を
発
表
し
ま
し
た
。 

こ
れ
に
よ
る
と
、
連
結
・
単
体

と
も
に
５
期
連
続
で
増
収
増

益
を
実
現
し
ま
し
た
。 

連
結
で
は
鉄
道
の
利
用
増

や
エ
キ
ナ
カ
店
舗
の
売
上
増

に
よ
り
、
営
業
収
益
が
対
前
年

１
０
４
・
２
％
の
７
１
５
３
億

円
と
な
り
ま
し
た
。 

四
半
期
純
利
益
は
投
資
有

価
証
券
売
却
益
の
計
上
な
ど

に
よ
り
、
対
前
年
１
０
７
・

４
％
の
７
８
６
億
円
と
な
り

ま
し
た
。 

 

東
日
本
ユ
ニ
オ
ン
は
、
２
０

２
５
年
度
年
末
手
当
に
つ
い

て
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。 

今
後
、
要
求
内
容
を
巡
っ

て
、
労
使
で
団
体
交
渉
が
行
わ

れ
ま
す
。 

会
社
に
と
っ
て
期
末
手
当

の
支
給
額
を
増
や
す
こ
と
は

人
件
費
の
増
加
に
つ
な
が
り

ま
す
。
固
定
費
の
削
減
を
課
題

と
し
て
い
る
経
営
側
と
対
峙

し
、
交
渉
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
の
は
労
働
組
合
だ
け
で
す
。 

春
闘
や
夏
季
手
当
な
ど
、
こ

れ
ま
で
の
団
体
交
渉
で
も
東

日
本
ユ
ニ
オ
ン
に
寄
せ
ら
れ

た
組
合
員
・
社
員
か
ら
の
「
本

音
の
声
」
が
大
き
な
力
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。 

み
な
さ
ん
の
生
活
実
感
、
労

 

 

 

 

 

◆本部申１１号 要求項目◆ 

１．２０２５年度年末手当の基準額は全社員一律 

「基準内賃金の３.７ヶ月分」とすること。 

２．２０２５年度年末手当は 

２０２５年１２月１２日(金)までに支払うこと。 

 

手
当
２
・
８
ヶ
月
は

納
得
で
き
な
い｣

｢

職
制
に
よ
る
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
格
差
は

認
め
ら
れ
な
い｣

と

す
る
多
く
の
社
員

の
本
音
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。 

東
日
本
ユ
ニ
オ

ン
は
寄
せ
ら
れ
た

 
 
２０２５年度夏季
手当２．８ヶ月回
答は納得できま
すか？ 
 
 
 
 
ボーナスにも反
映される「ベー
スアップで職名
による格差の拡
大」は納得でき
ますか？ 

納得できない ８７％ 

納得できる １３％ 

納得できない８４％ 

納得できる １６％ 

東日本ユニオンに 
寄せられた本音 

 

 

Ｊ
Ｒ
東
日
本 

第
１
四
半
期
決
算 

 

 

 
 


